
2 電　　力　　方　 式 関　　係　　法　  令 本工事の適用条項は建築基準法、及び同施工令、消防法及び同施工令、その他関連法規に基づき入念に施工する事。

動　 力　 幹　 線 ・　３Φ３Ｗ　　　　２００Ｖ

電　 灯　 幹　 線 ・　１Φ３Ｗ　　　　２００／１００Ｖ 疑　　　　　　　　　義 図面及び仕様書に内容の相違がある場合、明記のない場合、又は疑義を生じた場合には全て係員の指示によること。

Ⅳ　電　気　設　備　工　事 電　 灯　 回　 路 ・　１Φ２Ｗ　（　・　２００Ｖ　　　　・　１００Ｖ　）

１ 共通仕様 監 督 員  の 承 諾 施工者は、工事着手前に施工図を作成し、監督員の承諾を得ること。

  図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「電気設備工事共通仕様書（最新版）」、 3 幹線･動力設備工事

「日本建築家協会建築設備工事共通仕様書」、電気設備標準図、電気設備技術基準、電力会社内線規程、消防法、建築基準法、 配　 線　 方　 式 ・　バスダクト　　　・　金属ダクト　　　・　ケ－ブル　　　・　金属管　　　・　塩化ビニ－ル管 申　　請　　手　　続 本工事の施工に必要な官公署への手続きは、請負者に於て延滞なく行い、書類などの写しを係員に提出する。

その他の関係法令に基づき完全に施工のこと。 電 線 ケ －ブ ル ・　ＩＶ　　　・　ＶＶＦ　　　・　ＣＶ　　　・　ＣＶＴ　　　・　ＣＶＶ これに要する費用は請負者の負担とする。

２ 特記仕様 動　  　力　 　 盤

(1)　項目は番号に ○ 印の付いたものを適用する。 工　　事　　変　　更 現場の納まり、取合い等の関係で材料の寸法、取付け位置又は、取付け工法を多少変更し、あるいは

(2)　特記事項は、　　 　の付いたものを適用する。 4 電灯･配電設備工事 取付け員数を増減する等の軽微な変更は、係員の指示により行う。この場合請負金額の増減はしないものとする。

印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。 配　 電　 方　 式 ・　金属管　　・　硬質ビニ－ル管　　　・　フロアダクト　　　・　ケ－ブル　　　・　金属線ぴ

印と ※のついた場合は、ともに適用する。 電 線 ケ －ブ ル 現場代理人の選出 本工事期間中は必ず専門技術者を現場代理人として工事監督の任に当たること。

分　　  電　 　 盤

配　 線　 器　 具 ・　ＪＩＳ大角連用型　　新金属製 提　　出　　書　　類 本工事の期間中の各種書類、工事工程表、竣工図及び写真、各種試験成績表、

機器取扱説明書等、監督員の指示により提出のこと。

1 電 灯 幹 線 工 事 ・　幹線単相３線式　　200/100V 5 照明器具設備工事 器具は設計図書記載の姿図に基き、承認を得た後、製作及び取り付け等を行うものとする。

・　分岐単相２線式　　200/100V 蛍光灯照明器具 ・　ＦＬ－４０Ｗ以上は高力率型とし、点灯方式はラビットスタ－ト方式とする。

・　架空引込 ・　ＦＬ－３０Ｗ以下は低力率型とし、点灯方式はグロ－スタ－ト方式とする。

・　地中引込 非　 常　 照　 明 ・　電池内蔵　　　・　電源別置 1 給　水　 水　源 ・　上水道　　・　井水　　・　簡易水道　　・　その他

2 動 力 設 備 工 事 方　式 ・　直圧

3 照 明ｺﾝｾﾝﾄ工 事 ・　白熱電球　　・　蛍光灯　　・　ＬＥＤ　　・　コンセントプレート　　・　スイッチプレート　　・　人感センサー　　・　非常照明 6 電話設備工事 量水器 ・　貸与品　親メ－タ－　（ 　　）Ａ （　　 ）個

4 情 報 関 連 工 事 ・　テレビインターホン　　・　チャイム　　・　通話　　・　マルチメディアポート　　・　マルチメディアコンセント 配　　 管　　 路 ・　金属管　　　・　ＰＦ管　　　・　フロアダクト ・　本工事　水道メーター（　 　）Ａ （　　 ）個

・　テレビアンテナブースター　　・　ＢＳアンテナ　　・　地上デジタルアンテナ　　・　有線放送 端　　 子　　 盤 端子取付用木板は１８mm以上とする。 ・　直読式　　　・　集中検針装置

5 警報設備（　火災警報設備　　・　通報　） 接　　　　　　 地 接地は交換機用及び保安器用の一切を施行するものとする。 ・　埋設杭（　鋳鉄製　）　　　・　埋設標示テープ（　１５０Ｗ　）

※　火災警報器（　・　熱式　　　・　煙式　）

6 配 線 配 管 工 事 ・　材料 7 インタ－ホン設備工事 2 排　水　 系　統 ・　建物内汚水、雑排水（　・　分流　　　・　合流 　）

7 誘  導  灯  工  事 設備系統 ・　親子式　　・　相互式 ・　放流先汚水、雑排水（　・　公共下水道　　　・　合併処理　 ）

8 ガス漏れ警報工事

9 床暖房設備工事（　電気の場合のみ　） 8 テレビ共聴設備工事 （ⅰ）各端子ＴＶセットにおける電界強度は７０ｄＢ以上とする。 3 給　湯　 方　式 ・　中央式　　・　局所式　　・　併用方式

・　方式（　　　　　　　　　　 ）　、　配管 （ⅱ）アンテナ予定置ならびに近隣の電界強度等を測定し、デ－タを提出する。 ｴﾈﾙｷﾞ- ・　ガス　　・　油　　・　電気

10 融雪工事（　電気の場合のみ　）  又、系統におけるレベルダイヤフラムを提供する。

・　方式（　　　　　　　　　 ） ア　ン　テ　ナ ・　自立型　　　・　側壁取付型　　　・　その他 4 ガ　ス　 種　別 ・　都市ガス（　発熱量　　11,000　Kcal/㎥ 　）

11 ソーラー・風力発電工事 ・　ＬＰＧガス（　発熱量　　12,000　Kcal/Kg　 ）

・　方式（　　　　　　　　　 ） 9 屋外電気設備工事 ・　その他

外　　　　　　 灯 ・　屋外幹線　　　・　屋外弱電 計量器 ・　貸与品 　親メ－タ－（　　　　）（ 　　）個

保　　 護　　 管 ・　トラフ　　　・　ヒュ－ム管　　　・　可とう管　　　・　可とう性樹脂管 ・　本工事　 子メ－タ－ （ 　 　）Ａ （　　 ）個

・　塩化ビニ－ル管　　　・　ポリエチレンライニング鋼管 ・　集中検針装置

疑　　　　　　　　　義 工事契約の前に質疑応答書をもって確認すること。図面と仕様書が相違する場合、明記のない場合、 ハ ン ド ホ －ル ・　現場打設　　　・　市販品　　　・　耐重防水蓋　　　・　水抜付 ・　ボンベ（　　　　　）Ｋｇ×（　　　　）本立

または疑義が生じた場合は監督員指示により施工のこと。 ・　単段減圧　　　・　２段減圧

申　　請　　手　　続 諸官庁及び電力会社等への申請手続きは全て請負者が代行し、その費用は全額請負者の負担とする。 5 消火器　 設置 ・　有（　　　　本）　　　・　無

工　　事　　変　　更 本設計書に明記が無くても外見、構造及び技術上、当然必要と認められる工事は請負金額の範囲内において、 6 浄化槽 種　別 ・　単独浄化槽（　　　）人槽（　　　　　　　　　）式

監督員に従い施工すること。

7 融　雪　 ｴﾈﾙｷﾞ- ・　井戸水　　　・　温水　　　・　その他

現場代理人の選出 本工事期間中は必ず専門技術者を現場代理人として工事監督の任に当たること。 方　式 ・　散水式（　ノズル、　散水管　）　　　・　コイル式

Ⅴ　機　械　設　備　工　事 制　御 ・　自動　　　・　手動

提　　出　　書　　類 本工事の期間中の各種書類、工事工程表、竣工図及び写真、各種試験成績表、 １ 共通仕様

機器取扱説明書等、監督員の指示により提出のこと。 　　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「機械設備工事共通仕様書（最新版）」、

　　「同標準図」による。

２ 特記仕様

(1)　項目は番号に ○ 印の付いたものを適用する。

1 ス  　リ 　  ー　  ブ ・　建築　　　・　電気　　　・　衛生　　　・　空調　　　・　別途 (2)　特記事項は、　　 　の付いたものを適用する。 1 温 湿 度 条 件

2 器 　 具 　 下　  地 ・　建築　　　・　電気　　　・　衛生　　　・　空調　　　・　別途 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

3 点  　　　検　  　　口 ・　建築　　　・　電気　　　・　衛生　　　・　空調　　　・　別途 印と ※のついた場合は、ともに適用する。

4 電　  力　  引 　 込 ・　建築　　　・　電気　　　・　衛生　　　・　空調　　　・　別途

5 電 波 障 害 対 策 ・　建築　　　・　電気　　　・　衛生　　　・　空調　　　・　別途　　※　事前調査

6 別途器具類の接続 ・　建築　　　・　電気　　　・　衛生　　　・　空調　　　・　別途

7 換 　　　気　  　 扇 ・　建築　　　・　電気　　　・　衛生　　　・　空調　　　・　別途 2 工　事　種　別 ・　空気調和設備　　　・　冷房設備　　　・　暖房設備

・　一般換気　　　・　24時間換気（　・　第一種　　　・　第二種　　　・　第三種　） ｴﾈﾙｷﾞ- ・　油（　・　灯油　、　　・　Ａ重油　、　　・　その他 ：　　　　　　　　　　　　　 ）

1 衛生器具設備工事 ・　ガス　　　（　・　都市ガス　、　　・　ＬＰガス　、　　・　ブタンガス　）

2 給 水 設 備 工 事 配管材料　（　・ ＦＥＰ（　水道用ポリエチレン管　）　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・　電気　　　・　その他：

・　保温材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 方　　式 ・　中央式　　主機器（　 　　　　　　　　　　 　 ）

1 特記なき電線は６００Ｖビニ－ル絶縁電線とする。 3 排水通気設備工事 配管材料　（　・　ＶＰ　　　・　ＶＵ（硬質塩化ビニール管）　　・　　　　　　　　　　　　　　　　） ・　局所式　　主機器（　・　空冷ヒートポンプエアコン　　・　　 　　　　　　　 ）

2 木造用間仕切及び２重天井部分はＦケ－ブル配線とする。 ・　フード（　ベントキャップ　）　　・　通気管 ・　配管（　・　冷温水　、　　・　蒸気　、　　・　冷媒　）

3 コンセント回路は全て２．０ｍｍ×２（　１６　）とする。但し接地付き回路は３線引きとし１線接地とする。 4 給 湯 設 備 工 事 配管材料　 （　・　HTVPは耐熱性硬質塩化ビニ－ル管 ） ・　風導管（　・　高速　、　　・　低速　）

4 電灯回路は分電盤より第１ボックスまで２．０×２Ｃとし以降は１．６ｍｍとする。 　 　　　　　 （　・　HTLPは耐熱性塩ビライニング鋼管 ） ・　併　用　　（　　　　　 　　　　　　　　　）

5 入線には標準の色分け配線とする。 給湯方式　（　・　ＧＡＳ　　　・　灯油　　　・　電気　　　・　エコ給湯　） 換気設備 ・　中央式　　・　局所式

6 電線相互の接続は、圧着端子を使用する。 保温材（　・　保温筒　・　　　　　　　　、　外部 ： 　・　保温筒＋保護　　・　　　　　　　　　　　　） ・　第１種換気　　　・　第２種換気　　　・　第３種換気

7 管の埋め込み、又は貫通は監督員の指示に従い建造物の構造及び強度に支障のないように行う。 5 ガ ス 設 備 工 事 配管材料（　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） ・　全熱交換器（　・　中央型　　　・　局所型　）

8 湿度の多い場所に施設する配管は防湿処置を施す。 6 汚水処理設備工事 建物内汚水・雑排水（　・　分流　　　・　合流　） ・　換気ダクト　　外壁より１ｍ以上ＧＷ２５巻

9 ボックス廻りの金属管はボンドをとる。 放流先汚水・雑排水（　・　公共下水道　　　・　合併処理　　　・　浄化槽　） ・　全熱交換器ダクト　　ＧＷ２５巻

10 空配管にはビニ－ル被覆鉄線（　心線径１．２ｍｍ　）を入れる。 配管材料　（　・　ＶＰ　　　・　ＶＵ（　硬質塩化ビニール管　）　　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

11 露出管路の塗装は指定色ペンキ塗りをする。 7 融 雪 設 備 工 事 ・　方式（　　　　　　　　　　　　　　）

12 コンクリ－トに打込む位置ボックス、プルボックス等の内面は絶縁性錆止め塗装を施す。 8 冷暖房設備工事 ・　方式（　　　　　　　　　　　　　　）

保温材（　・　保温筒　　・　保温　　・　　　　　　　　　） （ⅰ）各種試験は防露保温及び配管埋設工事着手前に係員立会いの上行う事。

9 床暖房設備工事 ・　方式（　　　　　　　　　　　　　　） ・　水圧試験　上水道直圧部　17.5㎏/c㎡

配管材料（　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） ・　消火栓、揚水管、ポンプ締切圧の２倍（　最低10㎏/c㎡　）

1 引　　　　　　　込 10 換気設備工事 ・　冷却水、冷温水　10㎏/c㎡

1-1 電圧･引込方式 ・　低圧　　　・　高圧 ・　蒸気　 最高使用圧力の２倍　（　最低4㎏/c㎡　）

・　架空　　　・　地中　　　・　架空及び地中 11 鑿　 井　 工　 事 ・　満水試験　屋外排水、通気系統

・　気圧試験、油配管　最高使用圧力の２倍（　最低4㎏/c㎡　）

1-2 引　　 込 　　柱 ・　電力会社より直接引込　　　・　本工事にて構内引込柱建柱 ・　プロパンガス管　高圧側　18㎏/c㎡　、　低圧側　700mmaq

・　都市ガス管　250mmaq

1-3 電力引込負担金 ・　本工事　　・　別途 ・　加圧時間（　2　）時間以上

木造（軸組工法）特記仕様書ー５
2012.4　初版第一刷発行
　社団法人　石川県建築士事務所協会　特記仕様書作成委員会版
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